
水産普及だより 亀

″～ ― H― ・‐本 ■   "   ‐ トト‐  ‐  ヽ ヽ

Nd78

ふ くしま 1 7 . ４

島
事

１

県
所

口,車ll Ⅲ(3■ ■3B● tらんを0カ【日●う

・
ヨ

…

，

確

174F l月25日lt大熊町農村環境改きセンターにおいて 第 43回福島県漁業協同組合青壮年部

大会が開催されました 大 会には (代理出席を含む〉県知事 本 県選出の国会歯員 県 議会議

員 漁 協組合長等をはじめ県下漁協青壮年部員約150名が,集 し 水 産業の厳しさを訴える大

友会長の挨拶の後 相 馬双業漁協青壮年部鹿島支郎遠藤部長が議長に選出され い わ吉市漁協

青壮年部四倉支部佐藤部長の情勢及び経過報告に向いて 輩 事では水産業や漁場環境の実情を

反映した以下の 5議 察が決態 相 馬双東漁協■壮年部相馬原鐘支部佐藤部長の大会宣言 い わ

き市漁協十壮年部江名町支部高津部長の万蔵三唱をもって大会は開会されました

第 1号崎来  「資家管理と殺培ね会の推おに関する件」

第 2号ほ泉  「漁t■環境の保全に関する件J

第 3号職表  「海忠事故防止に日する特」

第4号と基  「点食■及の雄逆に関する伴J

第5号と寮  「漁索後終者のは保荷成に日する特J

また 大 会では,社 年離活動に多大な貢献のあった以下の部員に県漁連会長賞と漁青連会長

賞が授与されました お めてとうございます

◆ 県 漁連会長女

相馬双葉漁業ほ同組合鹿島支所 同 村 一 昭

◆ 由 育連会長賃

いわき市漁協古壮年部2/J来支部 今 泉  学

いわき市漁協青柱年部江名町支部 磁 本 正 男

いわき市漁磁■壮年部久之浜文部 新 妻 竹 彦

相馬双葉漁協"北 年部臣島支部 佐 々木貴司

相馬双奏漁鶴青■年部相馬原鑑支部 高 橋 智 重

相馬双葉漁協青壮年部新地支部 浜 野 臓 行

いわさ市漁鶴青壮年BE小浜支都 鶴 木 室 実

いわき市漁撤古壮年部四倉支部 鈴 木  捜

相馬双葉漁協古社年部詩戸支部 崇   女 ―

相馬双葉漁協古壮年部職部支部 河 西 一 彦

lR帰双療漁協青性年麟相属原釜支揺 佐 藤 雅 宣

相馬奴葉漁機■世年師松Ⅲ滴支郎 音 野 雅 岸



メパルは日本各地の沿岸城|こ分布する大変ボピュラーな魚で 本 県では固定式さし相や一本

的り等で主に漁強されます。漁猿工は平成元年～ 7年 にかけては200ト ン前後で権移していま

したが 近 年は100トン前後まで減少しています そ こで 水 産賦験培では平成14年からメバ

ルの調査を行い こ れまでにいくつかの生態的知見と資濠状態に関するI料 を待ましたので紹
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で成長差が出始め に の方が成長が速いこと  。
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もわかりました。
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メパルは卯からふ化した娯館で生まれる,P

柏生の魚です 生 殖腺の張嫁と観察したとこ

ろ11月頃から発造し 1月 前後には産仔した

壇体が見られたことから 産 仔期は 1月 前後

であることが拒潟され資した。

3 漁 類納の大をさ

市増に水おげされた魚を調定した結果 主

体は全長20句 前後でした 年 伸別にみると消

】践になる1,頃 から漁猿されはじめます力1

本格的に漁獲されるのは激 2歳 になつてから

でした。

年齢別の漁残尼欧を推定したところ 2角

魚の割合が約50% 3歳 が25～ 30%と 若命

魚の樹合が高いことがわかりました

4 ■ 雰状況と■用について

得 られた資料をとに資源状態

を惨断した指果 漁 獲圧力がお

剰であり 漁 装を増やすには漁

独開始年いを現状の 2農 から引

き上げることが有効てあること

がわかりました 仮 に 3農 まで

引き上げた場合 管 理から10年

目には金額で134倍 になること

がは舜されました。現実的には

建しい環題ですが ど し何の目

合拡大や保ほ区などの漁毎管理

を検甘する必要があります
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表 2 管 理無しを 1と した増合の比率
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平成17年1月25日(火)大魚可農村環境改善センターにおいて 県 下の青年 女 性強秦者/vI日

頃の研究活動や実践活動の成果を発表するとともに 広 く研究所おを深めることによって 演

宗技術の向上や地域の活性化に関する知強などを研宙し 活 力ある地域治岸漁業の形成と類興

に苛与することを目的として 福 島県十年 女 性漁表者交流大会が開催されました。

また 発 表後の審査の合間には 各 ,柱 年部による先進地技術交流の報告が行われました。

以下に発表課題を抜鮮して内容のほ略をお伝えします

O rag漁 森のは立を目指してJ 相馬双束漁協新地支所青壮年廓 4 野ヽ典室

いわさ市漁協女性群久之浜支離 江 川啓子

平成 9年 に 水 産試験場の協力を得て唆根漁塩の適地運定を

実施し こ の漁堀を試験区として毎年アワビ穂菌の放流と迫跡

田査を実施した。また 湾 水士免静も取待しR根 長薄の利用

管理等を自主的に行った。これからはアヮピ以外の鷲合的な白

根業預の有効活用を検討し 漁 発経営の向上を図りたい。

② 「様竜の堅Jを 魚で可おこし―女性gnt取 り粗む地産培滴―

グループでは魚食普及の取り組みとして イ ベントヘの出店

や魚料理離習会等により久之浜産の魚介頭を招介してきたが

発展性 穣 続化が待られなかったため こ れまでの取り組みを

張り返り 新 たな観点に立った取り組みとして 各 種イベント

ヘの,加  加 工 直 売所経営において先進的な地投への視票事

を実施した 将 来は直苑所の開殻や宅配の取り組みを行い 漁

発経営の一助としたい。

③ 「8観 濃疑へのお象に向けて」 相 馬双東漁機t壮 年都購戸支所  錬 IB受虫

④ 「アラメま母の再生に向けて」 い わき市漁協青壮年部江名町支所 高 津 勲

審査の結果 新 地支所青性年郎が最任秀賞 女 性部久之浜支部が慎舞賃に選|まれ 3月 7

8日に東京で開悩される全国青年 女 性漁業者交流大会において 県 代表として発表しました。

第10日全国青年・女性温素書交済大会
3月 7 8B 東 京の虎ノ門パストラルtこおいて 第 10回全国■年 女 性韻業者交流大会が

開催され 都 道府県から運抜された54グルーブ,1 浜 の活性化や日頃の実臓活動について発表

しました (李集吉約600名)

県代表では 第 1分科会 (資源管理 資 源糟殖部門)の 相馬双葉漁協新地支所,社 学部が農

林中央金庫理事長策を 始 4分 科会 (地域活性化部門)の いわき市漁協女性離久之浜支部が全

田漁祭協同程合連合会会長策を受賞しました。

2日 目の各分科会障群では 漁 秦の協剰セが全国的な流れとなつ

ている あ るいは ブ ルーッーリズムといった漁秦と観光を結び

つけた発表が見られたとのことでした ま た 今 回からは 全 体

会において 各 分科会のよ林水産大臣貨受賃作品の発表が行われ

ました
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お父さん連の見習い懐行というと

青 規漁業就業者を紹介します。

金 子  智 ( きとし) さん

2 0 歳

相隠双葉漁協磯郎支所

宝来丸 (48ヽ 固定式さし相漁業)

祖父の金子政志さん 父 親の金子武八さんとともに漁に出ている

漁求tt河 んだ理由 i長男で家秦を継がなければならなかった

(兄弟店 姉 3人 とか)

難 り仕,1漁 労全般の手伝いということで お しいちゃん

ころ。

亀  味 :釣 リ ト ライブ。中学時代はサッカー 高 俊時代はウェイトリフティングをやって

いた力持ち

今一号やりたいこと ,「とにかく遊びたい。同激生たちと遠ぷ時間が合わないし…Jと 少し口ご

もっていました

ひとこと

藤口 恒 縦

昭和34年 9月 16日 145歳)

漁業士会 漁 古連 漁 女連 普 及業務の宙豊など

昭和60年から県職員として水産試験堀と水意事務所に

的筋しました 水 産試験場では ア ワゼやヒラメの放
流効果預査や漁場環境調査 利 用加Iの 研究を担当し

ました 水 産事務所では い わき北部の普及員を3年

同勤め 四 倉に噴流武マンガを導入しました

今回の異動で普及秦務を担当することになりました

漁業侵興のため領力ながら努力いたしますのでよろし

くお願いいたします

しい普及員を紹介します。
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榎本 畠 宏 《8姓 根 本)

昭和45年 9月 30日 (35農)

宮熊 語 戸 廊 島 松 川滴

平成 7年 度 県 政員に採用さll 大 練町1こある水産種
首研究所に配属になリホッキガィやアサリたとの 二

枚員の種首生産試験研究や頒料謀類を装試験研究に指
わりました 平 成12年度に水産試験塩t異 動となり

漁場環境部所属となりました 主 に減底地形田査研究
を担当した他 魚 窪調査や卵稚仔瞬査なども4H当しま
した

新年度から新しく普及員となりました。まだまだ知ら

ないことも多いと思いますが 皆 さんのお語をお聞き

して頑壊りたいと思いますのでよろしくお腰いします

ひとこと

宮集醇 ていわき市平字権本15番能 水 産事務所 漁 業振興グルーブ t0246-24-6176
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